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 栗東市コミュニティ・スクール推進スキーム 
令和 8(2026)年 6月 1日 

栗東市教育委員会事務局 

１.はじめに 

本市教育委員会では、栗東市第４期教育振興基本計画（基本目標：「心豊かで しなや

かに生きる人の育成 ～レジリエンスを高める栗東の教育～」）に基づき、その基本方針

２である「子どもの育ちを地域と共に支える」取組を推進しております。 

この取組の中核をなすコミュニティ・スクール等の推進につきましては、来年度（令和

９年度）からの３年間を重点期間と位置付け、その推進体制の強化を図ります。 

 

２.推進に向けた方針 

推進にあたっては、以下の基本方針に基づき取り組みを進めます。 

（１）各学校の主体的な選択を尊重し、持続可能で校区に根差した取組を推進します。 

（２）円滑な導入と継続的な改善を促進するため、研修機会や情報共有の場を設定しま

す。 

（３）各学校が円滑に導入を選択できるよう、コミュニティ・スクールは学校教育課が、

地域学校協働活動は生涯学習課が、導入支援と必要な予算の確保に努めます。 

 

３.目標設定と取組 

年度 取組 
目標値（市内１２校中の導入率） 

コミュニティ・スクール 地域学校協働活動 

令和８年度 

＜準備期＞ 

○スキーム作成済 

○各校意向調査済 

○教育長面談等での働きか

け・校長会での依頼済 

○研修企画（７月予定） 

○予算要求（＋３校分） 

１６.７％・２校 

（現時点・基準） 

１６.７％・２校 

（現時点・基準） 

令和９年度 

○教育方針への明記 

○ＣＳへの移行手続き支援 

○校長会での情報交換 

○予算要求（＋３校分） 

４０％ （５校） ４０％ （５校） 

令和１０年度 

○教育方針への明記 

○ＣＳへの移行手続き支援 

○校長会での情報交換 

○予算要求（＋２校分） 

６０％ （８校） ６０％ （８校） 

令和１１年度 

○教育方針への明記 

○ＣＳへの移行手続き支援 

○校長会での情報交換 

○第４期教育振興基本計画

の総括 

８０％ （１０校） ８０％ （１０校） 

  

資料③ 
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４.現状と課題の整理  

 

（１）市内コミュニティ・スクール導入状況（令和８年５月現在） 

市内小中学校数 １２校 小学校９校・中学校３校 

コミュニティ・スクール導入校 ２校 小学校１校・中学校１校 

地域学校協働活動導入校 ２校 小学校０校・中学校２校 

 

（２）コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の導入について（未設置校１０校） 
①コミュニティ・スクール導入必要性 ②コミュニティ・スクール導入の意向 

  

③導入の課題  

  

（３）地域学校協働活動の導入について（未設置校１０校） 

①地域連携の現状に対する評価 ②地域学校協働活動導入の意向 

 

 
 

 
地域連携の現状は評価の分かれるところだが、課題意識は持ちつつも地域学校協働活動の導入には難

しさを感じている学校もある。 

  

必要, 5

やや必要, 

3

やや不要, 2

積極的に導入

したい, 3

条件整えば

導入したい, 

5

現時点では

難しい, 2

3

5

5

7

8

事務手続き増

人材確保

理解不足

教員の負担増

関係構築

積極的に導入, 

2

条件整えば導

入, 4

現時点では

難しい, 3

８０％の学校が CS導入の必要性

を感じ、導入意向があるが、導入

の課題として、つながるべき人材

の確保や手間等を憂慮する声が多

い。 
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５.必要となる予算 

（１）コミュニティ・スクール（学校運営協議会）に係る経費 
学校運営協議会委員は、地方公務員法第３条第３項第２号に該当し、特別職の地方公務員の身分を

有することから、地方自治法第 203条の２に基づき、普通地方公共団体は、報酬を支給しなければなり

ません。具体的な報酬額や内容は、自治体の規定や予算に応じて設定することになっています。現在

は支払いしていません。また本市の導入済校を見れば、導入時に従来の学校運営協議会委員に 2名の

委員を追加して拡充が図られています。 

 

学校 導入状況 
学校運営協議会委員数(人) 報酬費1 (円) 
現行① 拡充(①+2人) 現行のまま 拡大 

金勝小 済 9 11 48,800 59,600 
栗東中 済 13 15 70,400 81,200 
葉山小 未 8 10 43,400 54,200 
葉山東小 未 10 12 54,200 65,000 
治田小 未 13 15 70,400 81,200 
治田東小 未 9 11 48,800 59,600 
治田西小 未 10 12 54,200 65,000 
大宝小 未 9 11 48,800 59,600 
大宝東小 未 7 9 38,000 48,800 
大宝西小 未 10 12 54,200 65,000 
葉山中 未 9 11 48,800 59,600 
栗東西中 未 10 12 54,200 65,000 

合計 117 141 634,200 763,800 
1校あたり（平均） 9.75 11.75 52,850 63,650 

 

（２）地域学校協働活動に係る経費 
  支出2 (円) 収入(円) 市負担(円) 

R7実績 
栗東中学校 675,000 159,000 516,000 
栗東西中学校 675,000 159,000 516,000 

1校あたり（平均） 675,000 159,000 516,000 

 

（３）目標達成に必要な経費 

年度 
コミュニティ・スクール 地域学校協働活動 

目標値 経費(円) 目標値 経費(円) 

基準:令和８年度 16.7%(2校) （支給なし） 16.7%(2校) 1,032,000 

令和９年度 40% (5校) 318,250 40% (5校) 2,580,000 

令和１０年度 60% (8校) 509,200 60% (8校) 4,128,000 

令和１１年度 80% (10校) 636,500 80% (10校) 5,160,000 
 

 
1 学校運営協議会委員の報酬費は｢栗東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例｣を

参考に､会長（１名）5,600円/年､委員 5,400 円/年と想定しています。 
2 地域学校協働活動に係る支出・収入の根拠は以下の通り。地域コーディネーターの人件費および消耗品購

入等に充てられています。 

支出 R７年度 市委託料実績額 675,000 円×2 

収入 

R７年度 地域学校協働活動推進員等(栗東中学

校､栗東西中学校､放課後子ども教室)の経費に対

して滋賀県補助金実績額 420,000 円が交付→    

420,000 円÷３＝140,000円…① 

R７年度 地域学校協働本部（栗東中学校、栗東西

中学校）の活動経費に対して滋賀県補助金実績額 

38,000 円が交付→ 

38,000 円÷2＝19,000 円…② 

①+②＝159,000 円 

 


